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研究成果の概要（和文）：本研究では、女性特有の生体リスムである月経周期に着目し、作業の種類別に女性のための
労働安全衛生管理システムとして活用できるツールの提案を行うことを目的とした。
調査により身体・心理状態の主観評価データおよび心拍数データを収集し、これらのデータから月経周期による身体的
・心理的影響が認められた。月経周期の変化を本人が把握することにより、事前の対処を行うことができ負担軽減につ
ながるという知見を得られた。健康管理のためのツールの提案については、働く女性の複数の生活パターンをユーザエ
クスペリエンスマップとして表現し、行動を分析することによって、生活の中で親和性の高いツールを提案した。

研究成果の概要（英文）：The information terminals are used on many workplaces, and not only traditional 
physical load task but also mental load task has increased. The work with mental workload increases and 
mental stress becomes large. Women have periodic physiologic change of menstruation. There is a 
possibility to be influenced the physical and mentally in the female. It is the purpose of this study 
that it proposes a tool for utilizing as the occupational safety and health management system for women 
based on the work. This study reported the relationship between basal body temperature and menstrual 
associated symptoms, and consideration about tool for heath management.

研究分野：人間工学、認知心理学

キーワード： 生理特性　健康　ライフログ
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１．研究開始当初の背景 
 近年の労働環境の特徴として，PCなどの情
報通信関連機器を利用する機会が増え，あら
ゆる職場において情報端末が利用され，従来
の身体負荷作業だけではなく，むしろ精神負
荷作業が増加し，精神的な負担が強くなって
いると考えられる。また一方，我が国では，
男女雇用機会均等法等により雇用の平等性
が確保されるようになってきたが，従来は女
性の保護のために設けられていた事項が廃
止され，肉体的にも女性も男性と同等の労働
をするようになってきた．このことは，月経
という周期的な生理的変化があり，身体的，
精神的な面に影響が及ぼされる可能性のあ
る女性にとっては，従来に増して大きな負担
を強いることになる． Grady-Weliky1)によ
ると，再生産年齢の女性の約 75％が月経前症
候群などの月経周期の影響を受けている．従
って，女性特有の労働負担の大きさを明らか
にすることは労働安全衛生上の大きな課題
であるとともに，生産性を考える上でも非常
に重要な問題である．女性労働者に対する社
会的な支援の必要性を推進するポジティ
ブ・アクションが行われ，社会一般や企業の
女性労働者に対する意識は大きく変化し，女
性労働者の雇用管理面での配慮はなされつ
つある．織田ら 2)は，月経周期と閉経に伴う
諸症状が健康に及ぼす影響について調査し，
快適職場づくりのためのチェックリストの
作成に取り組んだ．また，特定非営利活動法
人 性差医療情報ネットワーク 3)では，女性の
健康を支援するため女性医療の充実を図る
べくさまざまな取り組みを行っている．この
ように女性の健康に関する調査・研究活動は
多く行われている．しかし，心身にかかる負
担は作業の種類により異なるため，作業を分
類しそれに対応した対策や支援を行うべき
である 4)． 
【参考文献】 
1) Grady-Weliky TA ： Premenstrual 
Dysphoric Disorder, N Eng J Med, 348(5), 
433-438, 2003 
2) 織田進，神代雅晴，藤代一也，柴戸美奈，
日野義之ら：女性労働者の月経周期と閉経に
伴う諸症状が労働のあり方と健康に及ぼす
影響－女性労働者の快適職場環境づくりの
ための産業保健活動支援チェックリストの
作成－，平成 18 年度産業保健調査研究抄録
集，独立行政法人労働者健康福祉機構，45-46，
2007 
3)性差医療情報ネットワーク  NAHW，
http://www.nahw.org/index.htm 
4) 笠松慶子，泉博之，神代雅晴：女性の生理
特性を取り入れた生活環境の基礎設計に関
する考察，産業保健人間工学研究，第 13 巻
特別号，51-54，2011 
 
２．研究の目的 
本研究では，女性特有の生体リズムである月
経周期に着目し，分類された作業に基づいた

女性のための労働安全衛生管理システムと
して活用できるツールの提案を行うことを
目的とする． 特に，近年増加している情報
通信関連機器を使用する作業を対象とし，認
知的側面からの女性の負荷と負担の関係を
明らかにし，女性の健康維持のための知見を
得る．さらに，労働安全衛生システムに活用
するための手軽にデータ取得できるツール
を作成する． 
 
３．研究の方法 
	
 情報通信関連機器における作業の種類の
分類，実験参加者の月経周期に関する調査と
ライフログデータの取得，および実験システ
ムを製作した．実験を行うに当たり，調査デ
ータから実験実施期間を決定し，開発した実
験システムを用いて生理指標を測定し，実験
を行った．実験終了後は，調査データ，ライ
フログデータおよび実験結果について解析
を行い，分類された作業別に認知的側面から
の負荷と負担の関係を検討した．明らかにな
った関係から新たに労働安全衛生システム
に活用できるデータ取得ツールを作成し，そ
の有効性を評価するための実験を行った． 
	
 
４．研究成果	
 
	
 作業の分類を行うため、日本標準職業分類
を参考に情報通信関連機器を用いた作業を
調査し、小分類に分類される 30 種類を選定
した。	
 
	
 
	
 これらを認知的な側面から特徴的な作業
として、繰り返し単純作業、照合作業および
思考判断作業の３種類を選択した。	
 
	
 調査として、月経周期愁訴関連調査および
ライフログデータを収集した。調査対象者の
スクリーニングを行うため、協力を募り、イ
ンフォームドコンセントを行い、罹患してい
る疾病、喫煙習慣および月経周期について聞
き取り調査を行った。その結果、調査対象者
として、37 名に調査を依頼することができた。
調査内容としては、基礎体温データや月経関
連愁訴（47 項目）、行動量（活動量、歩数）、
睡眠時間、業務量の程度などについてであり、
これらのデータを毎日、指定のシートに記入
してもらう調査を月経周期の 2周期間行った。	
 
	
 これらのデータを分析した結果、月経周期
に関連があるケースとそうでないケースが
認められた（Figure	
 1）。また、日常の業務
作業の分類を行った（Figure	
 2）。	
 
	
 日常の中での変化を検討する必要がある
ことが認められたため、月経周期の３つの時
期のみではなく、日々の変化を調べるため、
月経関連愁訴および行動量に加えて、携帯型
心拍計を用いて測定した。心拍の測定につい
ては、23 名に対して調査を依頼した。	
 
	
 その結果、心拍数データと愁訴調査結果を
併せて検討し、身体的および心理的負担を感
じた際には、心拍数に影響があるなどの知見
を得ることができた。また、月経周期の変化



を本人が把握することにより、生活や仕事へ
の影響に対応する余裕が持てることが負担
軽減につながるということが認められた。	
 
	
 月経周期の変化を本人が認識することに
より、健康管理に貢献できることを示すこと
ができたため、生活の中の行動に着目し、持
っていて便利に感じてもらえるような、親和
性の高いツールの検討を行った。	
 
	
 ツールを提案するのに際し、ユーザエクス
ペリエンスマップを用いた。ターゲットとな
る働く女性の複数の生活パターンをエクス
ペリエンスマップとして表現し、行動を調べ
ることによって生活の中で親和性の高いツ
ールを検討した。	
 

	
 
	
 その結果、身だしなみを整える際に必ず必
要となる“鏡”を用いることとした。住宅や
職場では、化粧室の鏡、移動時には携帯電話
のディスプレイを鏡として使用することを
想定し、システム設計を行い、プロトタイプ
を製作し、使用感について問題がないことを
確認することができた。	
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Figure 2: Classification of daily tasks 

Figure 1: The body basal temperature and menstrual 
associated symptoms (participant P8) 
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